
＜ 
9ゃ

化 月

口ョウの島をつく
吉川 男 4

いて
和田邦平 6

名勝紹介ジj （新シリーズ） 10 

浄土庭園

国立美術館新館長ごあいさつ 12 

ユ砂砂®—晶

畠口』」

〖表紙〗

馬

（鈴木治作）

解説は30ページ

題デザイン薄桑山弥三郎

カット。林美紀子

展覧会紹介

黄河文 東京国立博物館 14 

天皇陛下御在位六十年記念無料観覧のお知らせ 15 

4月 ・5月展覧会紹介 15 

宣吼じ冒ニュ＝ス—

]重要有形民俗文化財の指定等 16 
ー文化財保護審議会の答申一

e 璽要文化財（美術工芸品）の指定 19 
ー文化財保護審議会の笠白—

・史跡の指定等 20 
ー文化財保獲審議会の答申、ー・

。昭和61年芸術家匿内研修員決まる 22 

愈移動芸術祭春季公演計国 22 

•昭和60年度文化庁優秀映画及びこ
レビ用優秀映画製作奨励金交付作品決まる 23 

昭和60年度文化庁H誌

昭和60年度文化庁月報総H次

〈資 料〉特別名勝指定地一覧

文化庁行事報告及び予定

国立劇場ニュース

4↑

6
 

ゥ

J

C
/
]

29 

30 

31 



天皇陛下御在位六十年記念無料観覧のお知らせ

天皇陛下御在位六十年を記念し，本年 4月29日に，文化庁所管の下記施設の無料

公開を行います。

東京国立近代 奈良国立文化

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 国立西洋美術館 国立国際美術館 財研究所飛鳥
美 術 館 資 料 館

4月29日（灼 4月29日（灼 4月29日（火） 4月29日（灼 4月29日（灼 4月29日伏） 4月29日（灼

※平常展及び 平常展及び 平．常展及び ※平常展及び 平常展 企画展 特別展示

共催展 特別陳列 特別展 共催展 （ニューヨ— （飛鳥寺展）

（比叡山と天 （丹後・金剛 （平安仏画） （松本竣介展） ク・アート・

台の美術） 院の仏像） ナウ展）

※共催展につ ※共催展につ
いては，小・ いては，小・
中学生のみ 中学生のみ
無料 無料
（平常展のみ （平常展のみ
の観覧は， の観覧は，
全員無料） 全員無料）

京
都
国
立
博
物
館

4
月
8
日
閲
ー
6
月
29
日
⑭

多
く
の
文
化
財
を
伝
え
る
古
刹
と
し
て

著
名
な
京
都
府
舞
鶴
市
東
方
山
中
の
金
剛

院
の
現
在
に
至
る
歴
史
の
実
態
を
把
握
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
構
成
し
て
い
る
。

今
回
は
重
文
指
定
の
彫
刻
・
絵
画
、
縁
起
・

古
文
書
、
又
そ
の
他
関
連
資
料
を
展
示
し

て
い
る
。

特
別
陳
列

円
後
・
金
剛
院
の
仏
像

東
京
国
立
博
物
館

3
月
1
8
日
閲
5

5
月
5
日
潤

京
都
国
立
博
物
館

5
月
2
0
日
閲
ー
7
月

6
日
⑪

昭
和
6
2
年
の
最
澄
（
伝
教
大
師
）
の
比

叡
山
開
創
―
二

0
0年
を
記
念
し
、
全
国

の
天
台
宗
諸
寺
院
な
ら
び
に
博
物
館
・
美

術
館
の
所
蔵
す
る
大
師
お
よ
び
、
比
叡
山

に
関
す
る
絵
画
・
彫
刻
・
書
跡
・
工
芸
の

名
品
を
約
二

0
0件
に
及
び
紹
介
・
鑑
賞

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

比
叡
山
と
天
台
の
美
術

4
月
・

5
月

展

覧

松
本
竣
介
展

東
京
国
立
近
代
美
術
館

4
月
5
日
出
ー
6
月
1
5
日
⑭

昭
和
2
3
年
、
わ
ず
か
3
6
歳
で
こ
の
世
を

去
り
、
い
ま
だ
謎
め
い
た
魅
力
を
放
ち
つ

づ
け
る
松
本
竣
介
の
芸
術
の
全
貌
を
公
開

す
る
も
の
で
あ
る
。
油
彩
約
140
点
、
水
彩
、

素
描
約
110
点
で
構
成
さ
れ
る
本
格
的
回
顧

展
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
展

国
立
国
際
美
術
館

4
月
1
2
日
出
ー
5
月
1
3
日
閲

一
九
八

0
年
代
に
入
り
、
世
界
各
地
の

美
術
界
で
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
・
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
の
現
象
が
多
発
的
に
起
っ
て
き

た
。
こ
こ
数
年
は
イ
ー
ス
ト
・
ビ
レ
ッ
ジ

を
中
心
に
若
い
ア
ー
チ
ス
ト
ら
が
今
日
の

社
会
状
況
を
鋭
く
反
映
し
た
創
作
活
動
を

つ
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
こ
に
活

躍
す
る
9
3
人
の
絵
画
・
彫
刻
・
写
真
な
ど

八

0
年
代
の
作
品
123
点
を
一
挙
に
公
開
し

て
い
る
。 会

紹

介
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寛
永
十
一
年
二
六
三
四
）
伊
賀
上
野
で

岡
山
藩
士
、
渡
辺
数
馬
か
弟
の
仇
河
合
又
五

郎
を
討
ち
、
こ
の
時
助
太
刀
し
た
荒
木
又
右

衛
門
の
名
は
全
国
に
知
れ
わ
た
っ
た
。
こ
の

仇
討
は
、
曽
我
の
仇
討
、
赤
穂
浪
士
の
仇
討

と
と
も
に
三
大
仇
討
の
一
っ
に
数
え
ら
れ
、

多
く
の
戯
曲
に
脚
色
さ
れ
て
い
る
。

先
に
歌
舞
伎
で
大
評
判
に
な
っ
た
奈
河
亀

助
作
の
「
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
」
を
近
松
東
南

か
浄
瑠
璃
に
胸
色
し
、
同
じ
名
題
で
安
永
六

年
（
一
七
七
七
）
三
月
豊
竹
此
吉
座
で
上
演

さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
土
台
に
し
て
近
松
半
二

近
松
加
作
か
十
段
つ
づ
き
の
時
代
物
に
書
き

改
め
た
の
が
本
作
で
あ
る
。
芝
居
や
浄
瑠
璃

で
は
実
名
そ
の
ま
ま
で
は
上
演
で
き
な
い
の

で
、
荒
木
又
右
衛
門
↓
唐
木
政
右
衛
門
r

渡

辺
数
馬
↓
和
田
志
津
馬
、
渡
辺
源
太
夫
↓
和

田
行
家
、
河
合
又
五
郎
↓
沢
井
股
五
郎
、
河

合
甚
左
衛
門
↓
桜
田
林
左
衛
門
、
松
平
忠
明

↓
誉
田
大
内
記
、
虎
屋
九
左
衛
門
↓
呉
服
屋

十
兵
衛
、
安
藤
治
右
衛
門
↓
沢
井
城
五
郎
と

い
う
よ
う
に
か
え
て
あ
り
、
世
界
を
足
利
時

代
に
と
り
、
弟
の
仇
を
父
の
仇
に
か
え
て
い

る
。
半
二
は
「
乗
掛
合
剪
」
を
も
と
に
し
つ

通し
狂
言

5
月
1
0
日

（土）

I
I
L
3

日
2
 

カ
ご
え
ど
う
ち
ゅ
う
す
ご

伊
賀
越
道
中
双

五
月
文
楽
公
演
（
小
劇
場
）

〈
第
一
部
＞
認
時
盆
第
二
部
〉

一
国
立
劇
場
ニ

5
寺廿

（日）

は
”
餞
頭
娘
II

と
呼
ば
れ
、
七
歳
の
花
嫁
が
、

鰻
頭
を
ほ
し
が
り
あ
や
す
と
こ
ろ
が
お
も
し

ろ
く
；
沼
津
II

は
幼
い
頃
わ
か
れ
久
々
に
対

面
し
た
親
子
｛
，
兄
妹
の
義
理
入
情
描
写
が
見

事
で
あ
り
f
千
本
松
原
で
平
作
が
命
を
捨
て

敵
の
居
所
を
聞
き
出
す
と
こ
ろ
は
哀
れ
で
涙

を
さ
そ
う
。
II

岡
崎
II

は
昔
の
師
弟
幸
兵
衛
と

政
右
衛
門
が
対
面
し
て
、
互
い
に
心
の
底
を

明
か
さ
ぬ
や
り
と
り
や
仇
討
の
目
的
の
た
め

病
に
苦
し
む
女
房
を
雪
の
表
へ
追
い
出
し
、

っ

も

／

し

だ

｛

お

り

こ

5
，

に

亡

と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
五
段
目
政
右
衛
門

屋
敷
、
六
段
目
沼
津
、
八
段
日
岡
崎
か
ヤ
マ

場
で
r

I
f
沼
津
II

は
名
曲
と
し
て
知
ら
れ
、
単

独
で
も
よ
く
上
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
”
沼

津
I
i
は
新
た
に
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
「
乗

掛
合
羽
」
で
端
役
で
あ
っ
た
呉
服
屋
十
兵
衛

が
重
要
な
人
物
と
な
り
、
平
作
な
ど
も
入
れ

て
改
作
と
は
い
え
半
二
の
脚
色
の
真
髄
を
う

か
か
う
こ
と
か
で
き
る
。
見
ど
こ
ろ
は
、
こ

の
五
、
六
、
八
の
各
段
て
；
政
右
衛
門
屋
敷
II沼津の段

00 0;1 
六三三細

I I Iに
ニ四二つ

匿
舞
踊
公
演
（
大
劇
場
）

i
 

曽
我
狂
言
舞
踊
集
3
0
日
・
6
時
／
3
1
日
・
2
時

顧
演
芸
（
演
芸
場
）

土

曜

の

み

）

上

席

1
日
1
1
0
日
・

1
時

中
席
1
1
日
(
,
2
0
日
。
1
時
一
1

時，
5

時
半

花

形

若

手

演

芸

会

2

1

日

・

1

時

国

立

名

人

会

2

4

日

・

1

時

漫

才

さ

つ

き

祭

り

3

1

日

：

1
時

躙
能
楽
（
千
駄
谷
゜
能
楽
常
）

定
例
公
演

飼

舟

ふ

な

二

頼

政

7

日

・

1

時

町
茶
壺
。
一
角
仙
入
1
6
日
，
6
時
半

普
及
公
演

飼
包
山
伏
•
藤
1
0
日
。
1
時
半

狂
言
の
会

通
円
・
文
荷
。
業
平
餅
2
3
日
：
6
時
半

鵬
文
楽
劇
場
（
大
阪
・
日
本
橋
）

明
日
を
に
な
つ
新
進
の
舞
踊
。
邦
楽
鑑
賞
会

2
3
日
。
6
時
／
2
4
日
6

2

時

そ
の
他
の
公
演

:

3
月＞

こ

ろ

仇

て

＼

竺

京

だ

‘

関
々
は
チ
ャ
リ
場
て
た
の
し
I
＼

凡

眼

年

の
ぞ
き
見
る
趣
向
で
景
事
団
千
売
が
挿
ま
れ

変
化
に
富
ん
だ
構
成
で
観
客
を
あ
き
さ
せ
な

、。し
大
夫
、
三
味
線
、
人
形
、
三
位
一
体
と
な

っ
た
舞
台
を
堪
能
さ
る
で
あ
ろ
う
。

定

価

年
間
購
読
料

八
0
円
（
送
料
四
五
円
）

一
、
一
六

0
円
（
送
料
共
）

い
六
十
i
年
疫
予
算
は
四
月
四
日
に
成
立
し
＼

新
年
度
か
始
ま
り
ま
し
た
。

文
化
庁
に
と
っ
て
は
、
今
年
は
三
浦
長
官

の
提
唱
に
な
る
国
民
文
化
祭
の
門
出
の
年
で

あ
り
、
職
員
一
同
心
を
ひ
き
し
め
て
仕
事
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

御
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

0
四
月
一
日
付
で
、
国
立
美
術
館
館
長
の
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。
~

新
館
長
の
新
任
ご
あ
い
さ
つ
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
現
在
我
か
国
の
美
術
館
、
博
物
館

か
か
か
え
て
い
る
課
題
ー
例
え
ば
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
養
成
と
資
質
の
向
上
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
等
は
、
ま
さ
に
文
化
行
政
が

当
面
し
て
い
る
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て

い
く
か
も
、
今
年
度
の
文
化
庁
に
課
せ
ら
れ

た
宿
題
の
一
っ
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

S

)

広
告
の
問
合
せ
。
申
込
み
先

株

式

会

社

ぎ

ょ

う

せ

い

営

業

課

T
E
L
(
O
三
）
二
六
八
ー
ニ
―
四
一
（
代
表
）

「
文
化
庁
月
報
」
四
月
号

（
通
巻
第
ニ
―
一
号
）

昭
和
6
1年
4

月

2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

-
T
圃
東
京
都
千
代
田
区
霧
が
関

3
r
目
2
番
2
号

発
行
所
株
式
会
社
き
ょ
う
せ
い

本
社
〒

104
東
京
都
中
央
区
銀
座

7
丁
目
4
番
厄
号

営
業
所
〒

162
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町

52
番
地

應詔
(

O

三
｝
二
六
八
ー
ニ
、
一
四
一
（
代
表
）

振
替
口
座
束
京
九
ー
一
六
一
番

印

刷

所

朦

行

政

学

会

印

刷

所
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